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インド北部ラダーク地方の農林地利用状況
－ 2010 年ドムカル村医学キャンプでのヒアリングから－

野瀬光弘 1）、竹田晋也 2）

はじめに
　インド北部のラダーク地方では、農作物の栽培
にとどまらず、草地を利用した乳製品加工用の畜
産、果樹栽培、植林などが複合的に営まれてきた。
同地方では生活に必要な資材をすべて自給できた
わけではなく、古くから交易活動を行うことで生
計を支え、独特の生業文化を形成していた 1）。こ
うした自給と交易を組み合わせた生業複合は、近
年まで継続していたものの、ジャンムー・カシミー
ル州内での軍駐留、中央政府による食糧配給制度
などによって次第に変化しつつある。近年、イン
ドは順調に経済成長を続けており、貧富の差は
あっても全体的には生活状況が着実に改善してき
ている。ラダーク地方でも中心都市のレーは観光
開発の影響で次々と宿泊施設の建築、道路整備な
どが進み、経済的には豊かになりつつある。周辺
の農山村部でも同様の変化は起きており、牧畜、
農林業、交易を組み合わせた伝統的な生業形態は
大きく変容し、一部で耕作放棄地もみられるよう
になった。

課題と方法
　大部分の農山村地域では都市への人口流出と地
域の高齢化が同時進行している。ネパールを事例
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　世界各地の条件不利地域において農林地の管理放棄が進む中で、大局的な状況把握とともに各地域
における実態の解明が求められる。本稿では、インド北部のラダーク地方ドムカル村を対象に、聞き
取りによって農林地の利用状況や耕作放棄地の実態を調べた。統計解析の結果によると放棄地の少な
いゴンマの方がドに比べると耕作地の筆数が有意に多いことが判明した。ゴンマに比べて気候的に恵
まれたバルマとドでは植林や果樹の植裁が多くの世帯で行われており、レーにおける一定の需要が推
察された。営農体系の変化によってドの世帯がバルマやゴンマに保有する農地での作業がなくなって
いることから、耕作放棄地の比率はドが最も大きいことが明らかになった。今後の課題は、保有農地
の面積と栽培作物との関係、果樹や植林の賦存量と立地状況、耕作放棄地の地理的な特徴や家屋との
位置関係の把握である。

とした研究では、センサスのデータをもとに 1970
年代から都市への移住が増加し、2000年代にか
けてその傾向が加速することを予測している 2）。
パキスタン北部での事例によると、地域全体とし
ては人口減少が進行する一方、地域内の中心的な
街では人口が集中する傾向が認められる 3）。ラ
ダークのレーに関しては、統計データにもとづい
て周辺に位置する 3つの村落からの移住について
経年的な変化をたどり、地域によっては 1990年
代に急増したことが示され、背景には村落におけ
る生業の状態、旧来からの交易の存続、レーにお
ける移住コミュニティの存在などがあげられた 4）。
　都市への人口流出は農山村での過疎化ととも
に、農林地の耕作・管理放棄に直結することがあ
る。ヨーロッパの山岳地域における耕作放棄のレ
ビューによると、農業生産力向上の技術的な追求
によって伝統的な営農体系が多様に変化し、労働
集約的な作業が減退するとされた 5）。条件の恵ま
れた地域で農業の機械化を進めた結果として安価
な農産物が市場に出回ることは、世界的に起こっ
ていると推察される。また、ネパールをフィール
ドとした耕作放棄地の影響についての調査では、
場所によって放棄直後の方が地すべりや洪水の被
害が大きく、時間が経過すると次第に小さくなる
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ことが報告されている 6）。
　このように、農山村地域における農林地の耕作・
管理放棄の実態とその影響に関する研究はヨー
ロッパやアジアなどで広範に進められ、すでに数
多くの知見が提示されている。農林業の技術的な
発展とともに、条件の悪い地域では管理の粗放化、
良い地域では集約化という二極化が今後も世界各
地で起こり、アンバランスが加速することも考え
られる。これまでのところ、先行研究はどちらか
というと農林地放棄のマクロな動向把握が中心
テーマで、地域ごとの詳細な実態把握は十分には
行われていない。同じ村落内でも微細な地理的な
条件や世帯の経済状況などの違いによって農林業
は影響を受けることが考えられ、その内容は地域
に暮らす住民生活の変化に直結している。国内で
も「限界集落」の問題が近年クローズアップされ、
人口減少と高齢化の下ではすべての農林地管理は
現実的ではなく、「積極的な撤退」が求められて
いる 7）。地理的にどこまで農林地管理が可能かを
定める基準や指標づくりは非常に難しく、国外で
の調査結果を実態のまったく異なる国内に直接反
映することはできない。しかし、農林地の管理放
棄に関する地域の特殊性と普遍性の両方を明らか
にする必要がある。
　そこで、本研究ではインド北部のラダーク地方
ドムカル村を対象に、農林地の利用状況と耕作放
棄地の特質について現地でのヒアリングをもとに
論じることとした。ドムカル村は、標高の高い順
に上村（ゴンマ）、中村（バルマ）、下村（ド）に
分かれており、2007年時点で 245世帯、1,499人

（男：787、女：712）が暮らしている 8）。調査は
2010年 9月に現地を訪問して主に土地利用の内
容を尋ねた。調査での聞き取り項目は、保有農地
筆数、作目別筆数、2010年分の果樹・植林の植
裁本数、耕作放棄地筆数などである。実際の聞き
取り作業にあたっては、主として健康診断受診を
目的に医学班のキャンプに来訪した人を対象と
し、現地語（ラダーク語）の通訳を介して調査の
趣旨を説明した上で項目ごとに質問した。キャン
プへの来訪者には集落ごとに偏りがあったためバ
ルマとドにも移動し、補充で聞き取りを行った。
なお、本来は農地筆数だけでは不十分で筆ごとの
面積を把握する必要がある。しかし、衛星画像の
解析が未了のため本稿ではまず筆数をもとに各集

落の特徴を描き出すこととする。また、結果の解
析にあたっては 2008年から 2010年の間にドムカ
ル村で実施した世帯調査やアンケート調査のデー
タも適宜活用する。

結果と考察
　聞き取り対象となった住民は男性 23人、女性
33人の合計 56人で、平均年齢はそれぞれ 59.7歳、
51.5歳と男性の方がやや高くなった。ゴンマ、バ
ルマ、ドに分けると、29、13、14で、各集落の
世帯数に占める回答者数の比率は 34.9％、31.7％、
19.7％で、標高の低い集落ほど小さかった。キャ
ンプ地がゴンマに位置していたため、標高差が
1,000メートル近く、車での移動に往路は約 40分
かかるドの住民にとっては健康診断に参加しにく
かったと考えられる。

耕作地の利用と保有
　ドムカル全体の傾向と集落ごとの特徴を把握す
るために、筆数を元に耕作地と耕作放棄地（以下
では放棄地とする）を合計して作付の比率を算出
した（図 1）。これをみると、集計した農地のう
ちどの集落も大麦の比率が最も高く、ゴンマとバ
ルマでは販売用のグリーンピースが続いた。グ
リーンピースと野菜（販売用）以外はおおむね自
家用で、他は食料、酒造原料、家畜飼料などに振
り向けられる。一方、ドでは他の 2集落に比べて
放棄地が圧倒的に多く、おおむね 3分の 1を占め
ていた。このように、同じ村内でも標高の違いに
よって土地利用の内訳に違いのあることは明らか

図1　保有農地の作付内訳
資料：聞き取り調査（2010年9月）
注：小麦、その他の作物、筆数不明の耕作放棄地を集計
から除外した。
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表1　耕作地の筆数別世帯数1
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表2　経済状況別の農地保有（ゴンマ）2
rich middle poor 

( )
-5
5-10
10-20 
20-30 
30-

0
0
2
2
4

0
2
8
0
1

1
2
5
1
1

1
4

15
3
6

3.4
13.8
51.7
10.3
20.7

8 11 10 29 100.0
29.5 13 10.5 14

2010 9

表3　耕作地の筆数別世帯数（大麦）3
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表4　耕作地の筆数別世帯数（グリーンピース）4
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であり、以下ではその内容を具体的に述べること
とする。なお、耕作地と放棄地を合わせた世帯ご
との筆数のメジアンはゴンマ、バルマ、ド、全村
がそれぞれ 14.0、11.0、12.5、13.0で大差はなかっ
た。
　集落別の耕作地をみると、聞き取り対象の合計
では 10 ～ 20筆が最も多く、メジアンは 12であっ
た（表 1）。集落別では、ゴンマが 10 ～ 20、バル
マが 5 ～ 10と 20 ～ 30、ドが 5 ～ 10といったよ
うにピークには違いがある。30筆以上保有する
世帯は、ゴンマ以外にはなく、メジアンはバルマ
とドで小さい。マン・ホイットニーの U検定（以
下では U検定とする）によると、3集落のそれぞ
れを比べた場合、ゴンマとドの間にのみ有意水準
5％で差が認められた（p ＝ 0.04）。これは、ゴン
マはドに比べて放棄地の筆数が少なく、大麦栽培
を中心とした農業生産が現在も維持されているこ
とが背景にあると考えられる。各集落の農地筆数
と農業従事者数を直線回帰しても相関は認められ
なかった。集落ごとに計算しても同様の結果だっ
たため、従事者数以外の要素の方が大きいと推察
される。
　ゴンマについては村長が各世帯の経済状況を主
観的に富裕（rich）、中間（middle）、貧困（poor）
の 3区分した資料がある（未発表）。区分ごとに
保有農地の筆数を比べると、ピークの筆数、メジ
アンとも経済状況におおむね比例していた（表 2）。
U検定を適用したところ、「富裕」と他の 2区分
との間に有意水準 5％、1％で差が認められた（p
＝ 0.012、0.003）。保有農地筆数が少なくても経
済的に豊かな世帯はみられたが、現在も農林生産活
動に依存している部分が大きいことが示唆された。
　続いて大麦の耕作地筆数をみると、耕作地合計
よりは全体的にやや少なく、ゴンマは 5 ～ 10筆、
バルマは 10 ～ 20筆、ドは 5筆未満と 5 ～ 10筆
といったようにピークが下がった（表 3）。メジ
アンは合計とは違って、ゴンマ、ド、バルマの順
であり、大麦以外の作物の栽培状況の影響を受け
ている。U検定によると、3集落のどの組み合わ
せでも有意な差は認められなかった。これは、表
4に示したようにゴンマはバルマとドより相対的
にグリーンピースの筆数が多いことがあげられ
る。なお、表には記していないが、ドに比べてバ
ルマの方が販売用の野菜類などが多く栽培されて
おり、大麦の筆数が逆転したと考えられる。

植林と果樹
　調査では、植林として Yulat（Populus nigra）、
Dokchang（Salix scleophylla ）、Sholchang（Salix 
spp.）、Malchang（Salix alba）の 4種、果樹として
Chuli（Prunus armeniaca ）、Kushu（Malus pumila ）
の 2種について 2010年に新たに植裁した本数を
それぞれ尋ねた。植林木はポプラ類（Yurpa）が
主に建築資材、それ以外のヤナギ類（Dokchang）
が建築資材と燃料の両方で、聞き取りによると村
外の仲介者を通じて販売しており、2009年から
2010年にかけては価格が上昇したという。果樹
のアンズ（Chuli）とリンゴ（Kushu）は販売目的
で植栽されている。前者は中心都市のレーにおい
てドムカルの特産物とみなされている 9）。以下で
はそのうち本数の多い Yulatと Kushuの特徴を集
落ごとに述べる。
　Yulatは聞き取り対象の半数を越える 30世帯で
植栽され、本数は 100以下が 73.3％を占めていた

（表 5）。集落別にみると、ゴンマは世帯の約 3分
の 1にとどまったのに対して、バルマとドではほ
とんどの世帯で植栽があった。メジアンはゴンマ
が 20と少なかったが、バルマ 55、ド 50でほぼ
同水準であった。ゴンマは 1世帯のみ植裁本数が
100で、残りはほぼ 50未満と相対的に少なかった。
一方、バルマとドは植裁本数 100以上が 3世帯ず
つあり、特に前者は 1,000本を数える世帯もあっ
た。植裁本数のメジアンは、バルマの 16.5が最
も多く、ゴンマ 8.5、バルマ 6と続いているが、U
検定を適用しても集落ごとに有意な差は認められ
なかった。これは、ごく少数の世帯以外は植裁本
数に大きな差がなかったことを示している。なお、
表に記していない Dokchangなどの植林木もおお
むね数十本単位で植栽され、成長すれば貴重な現
金収入になりうる。背景には、中心都市レーにお
ける観光開発があげられ、旺盛な建築需要に支え
られて植林木を供給する仕組みが構築されている
ことが推察される。
　果樹の Kushuは 20世帯で植裁されたが、Yulat
に比べると本数は少なく、20本未満が 70％を占
めていた（表 6）。集落別では、ゴンマが 2世帯
に対して、バルマ 10、ド 8と聞き取り対象の大
部分を占めていた。Chuliも 20本未満と大多数で
あったが、気候的に恵まれていることもあってバ
ルマ、ドではそれぞれ 4、5世帯で植裁されていた。
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耕作放棄
　ドムカル・ゴンマにおいて 1年のうちに 6か月
以上村内に滞在している人を村内居住者、それ以
下を村外居住者とすると、552人中 277人は村外
居住者で、およそ半数を占めている 8）。これは、
本来の生業であった農林牧畜業がかつてほどはで
きないことを示している。その実態の一端を把握
するために、集落ごとの放棄地筆数をあげた（表
7）。ここでいう放棄地とは、農業従事者が意識的
に耕作をしていない状態に置かれた農地のことを
示しており、一時的に耕作を中断した休閑地とは
異なる。聞き取りにおいて耕作放棄の時期と理由
を尋ねたことから、ある程度は休閑地との峻別が
できた。合計をみると、筆数不明（放棄地を 1筆
以上有するが筆数の回答は得られなかった）が最
も多く、20筆以下が 13世帯にのぼっている。全
世帯に占める放棄地を有する世帯の比率は高い順
にドの 64.3％、バルマの 38.5％、ゴンマの 34.5％

で、標高が低いほど大きかった。これは、農牧複
合経営を柱とした従来の営農体系の中でドの世帯
はバルマやゴンマにも保有していたが、近年はそ
の変化とともに若年層の都市流出と農業従事者の
高齢化の影響もあって、遠方で農作業しなくなっ
たことが要因として考えられる。
　耕作放棄の有無との関連で農業従事者の年齢構
成をみたところ、3集落を合計すると放棄地なし
は 20歳代と 30歳代を合わせて 28.7％で、13.4％
にとどまった放棄ありの 2倍以上であった（表 8、
9）。ところが、農業従事者の年齢のメジアンは耕
作放棄地の有無で大差はなく、U検定を適用して
も、集落間での有意差は認められなかった。なお、
ここでいう農業従事者とは、2009年までの各世
帯を対象とした悉皆調査の職業区分に準じてお
り、一部の世帯は 2010年の調査で修正を加えた。
表には示していないが、耕作放棄の有無と耕作地
の筆数との関係をみたところ、耕作地筆数のメジ
アンは「放棄なし」が 14.5で 11.5だった「放棄

表5　植林植裁本数（ポプラ類）5
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表6　植林植裁本数（リンゴ）6
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あり」と比べれば多かったものの、両者には統計
的な有意差がなかった。以上のことから、年齢や
農地保有数だけでは耕作放棄の理由の説明として
は不十分なことが判明した。

まとめと今後の課題
　本稿では、ラダーク地方ドムカル村における農
林地利用と果樹・植林の聞き取り調査をもとに、
集落ごとの違いを意識しながら主に統計分析を進
めた。その結果、以下の 3点が明らかになった。
　第一に、保有農地の筆数は集落ごとに異なり、
2010年時点での耕作地に限定すればゴンマとド
に統計的な有意差があったが、耕作放棄地を加え
ると差はなくなった。このことから、ドに比べて
ゴンマの方が農業生産の基盤が維持されているこ
とが示唆された。また、グリーンピースをはじめ
とした販売用の作物栽培は標高が上がるほど盛ん
であり、大麦の筆数に限定すれば集落ごとの有意
差が認められなかった。
　第二に、植林や果樹の植裁については、ゴンマ
に比べて気候的に恵まれたバルマとドでは多くの
世帯で行われていた。Yulatや Kushuの植裁本数
に統計的な有意差はなかったが、中には前者を
100本以上植栽する世帯があった。この背景には、
周辺地域での植林木への需要増大が推察された。
　第三に、耕作放棄地は比率の高い順にド、ゴン
マ、バルマとなり、営農体系の変化によってドの
世帯がバルマやゴンマに保有する農地での作業が
なくなっていることが示唆された。耕作放棄の有
無と年齢には統計的に有意な関係は見いだせな
かったが、放棄なしの方がやや若年層の比率が高
い傾向にあった。
　以上のように、2010年の聞き取り調査で得ら
れた情報の中から集落ごとの特徴がある程度浮き
彫りになったものの、次のような 3つの課題は未
解明のまま残された。
　第一に、保有農地の面積と栽培作物との関係を
把握することである。上記のように、本稿では筆
数を用いて分析したが、面積と必ずしも比例する
とは限らないことから、衛星画像の解析と現地で
の確認作業が求められる。また、農林作業を共同
で実施している可能性もあり、その影響を合わせ
て調べる必要がある。
　第二に、果樹や植林の保有本数と立地状況の把

表7　耕作放棄地のある世帯7
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表8　農業従事者の年齢構成（耕作放棄地なし）8
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表9　農業従事者の年齢構成（耕作放棄地あり）
9
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握である。調査では、限られた聞き取り時間の中
で対象者の知っている情報を聞き出すことが主目
的となり、新たに植栽した本数以外は尋ねること
はできなかった。しかし、バルマやドでは耕種農
業よりも果樹栽培や植林の方が収入面で大きな位
置づけを占めている可能性があり、少数でもその
情報解析が重要である。
　第三に、耕作放棄地の地理的な特徴や家屋との
位置関係の把握である。村内を歩き回った範囲内
では、どちらかというと急傾斜地やサイズが小さ
い農地が放棄される傾向にあることが感じられ
た。国内と同様に耕作放棄地への植林が一部行わ
れていたが、現地での確認には至っていない。衛
星画像の読み取りに加えて、家屋の位置や農林地
の利用実態に関するさらなる調査が求められる。
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Summary

Agricultural and Tree Plantation Land Use in Ladakh of Northern India: 
Hearing Survey at Domkhar Village Medical Camp in 2010

Mitsuhiro Nose1）, and Shinya Takeda2）

1）Research Institute for Humanity and Nature
2）Graduate School of Asian and African Area Studies, Kyoto University

    This paper investigated agricultural and tree plantation land use and the amount of abandoned cultivated land 
through an interview survey conducted in Domkhar village, in Ladakh, northern India. The area of cultivated land 
in the upper village, Gongma, was significantly greater than in the lower village, Do, because the lower village had 
changed the agricultural system. Tree plantations and fruit growing were implemented at Barma, the middle village, 
and Do, rather than at Gongma, because of the good weather conditions, and this was thought to be supported by 
the market needs of Leh. The proportion of abandoned cultivated land at Do was greater than that at Barma and 
Gongma because each household in Do cultivated marginal areas at higher altitude. A future task is to resolve the 
relationships among agricultural land area and cultivated crops, stock, and the location of plantation and fruit trees 
and the geographic condition of abandoned cultivated land and its distance from houses.


